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高橋和男教授追悼号によせて
高橋和男先生は昨年 (    年)   月  日, 肺がんのため逝去されました｡ 病の回復が思わし
くなく, 研究休暇あけの    年度を療養にあてておられましたが, ついに不帰の人となられま
した｡ 享年  歳, 研究に教育に, もう少しご一緒できるものと思っていただけに, まことに痛
恨の極みであります｡
高橋先生は, 高校を卒業されてしばらく会社に勤めた後, 上智大学経済学部に学び, 立教大
学大学院経済学研究科修士課程に進学されました｡ その後, 博士課程を経て助手になられ,    年には専任講師に就任, それ以降, 経済学部と大学院の教育に携わってこられました｡ こ
の間, 学部ではご専攻のアメリカ経済史や経済史の講義, ゼミナール, そして大学院での指導










おられました｡ 帰国後, ケアリーと関連文献の読破に沈潜されて後, 浮上するや, 刺激に満ち
た論稿を矢継ぎ早に発表されております｡
















成果である ｢アメリカ国民経済学と 『レイモンド・リスト問題』｣ (上・中・下) は, 先生の最
後の命のほとばしりを感じさせる, 鬼気迫るものであります｡
こうした研究の成果を著書にまとめる計画を練っておられた最中の, まことに無念の死であ
りました｡ 高橋先生は, レイモンド, ケアリー, パッテンを先生独自の歴史観を支える人物と
して配した 『アメリカ国民経済学の系譜 レイモンドとケアリー 』 の出版計画を立てて
おられました｡ 残されたメモから, 先生が, ご著書の構成に大変苦心しておられた様子が想像

















立教経済学研究 第  巻 第２号     年 
